
 

 

［成果情報名］温暖地向けの高アミロース水稲新品種「ふくのこ」 

［要約］水稲「ふくのこ」は温暖地西部において“やや晩生”に属し、縞葉枯病抵抗性を有

する高アミロース米品種である。アミロース含有率が 27％程度で、製麺適性が高い。日本

型品種の粒形であり、一般的な食用米と同じ方法で調製を行うことができる。 
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［背景・ねらい］ 

水田の有効活用と食料の安定供給を確保する観点から、米粉の利用が促進されている。

高アミロース米は、一般の良食味米と比較すると、麺離れが良く製麺適性が高いことから、

寒冷地南部では「越のかおり」、寒地では「北瑞穂」などが育成され、米粉麺として製品

化されている。温暖地西部でも「ホシユタカ」などの品種が育成されているが、脱粒性の

問題に加え、粒形が細長いことなどから籾すりや精米が困難であるという欠点があった。

そこで、粒形が一般的な日本型品種と同等で、温暖地西部に適した高アミロース米品種を

開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「ふくのこ」は、アミロース含有率が高く、製麺適性に優れる「新潟 79 号」（後の「こ

しのめんじまん」）と、多収で縞葉枯病抵抗性を有する「関東 229 号」の交配後代から

育成された品種である（表１）。  

２．標肥栽培では、出穂期は「ヒノヒカリ」より２日、成熟期は４日ほど早く、温暖地西

部では“やや晩生”に属する。稈長は「ヒノヒカリ」より８cm ほど短く、耐倒伏性は   

“強”である。収量性は、標肥、多肥栽培とも「ヒノヒカリ」「ホシニシキ」より２割程

度多収である。脱粒性は「ヒノヒカリ」と同等の“難”で、「ホシユタカ」より明らかに

脱粒しにくい（表１）。 

３．玄米千粒重は「ヒノヒカリ」とほぼ同じ“中”で、玄米品質は「ヒノヒカリ」よりやや

劣り、粒形は長円形である（表１）。「ヒノヒカリ」などと粒形が同等のため、選別、精

米など従来の日本型品種に対応した調製方法が適用できる（図１）。アミロース含有率

は、「ヒノヒカリ」より 10 ポイント程度高い 27％前後で、「ホシニシキ」「ホシユタ

カ」と同等である（表１）。  

４．「ふくのこ」を米粉と水のみで米粉麺に加工した結果、製麺適性は「こしのめんじま

ん」と同等に良好であった（表２）。  

５．いもち病抵抗性遺伝子 Pia、Pii を持つと推定され、葉いもち圃場抵抗性は“や

や強”、穂いもち圃場抵抗性は“強”である。縞葉枯病には“抵抗性”、白葉枯病

抵抗性は“弱”、穂発芽性は“やや易”である（表１）。 

  

［成果の活用面・留意点］ 

１．出穂特性からみた栽培適地は、「ヒノヒカリ」熟期の品種が栽培可能な関東以西の平

坦部である。 

２．米粉麺への加工のほか、カレーライスなどへの利用も期待され、岡山県を中心に 50ha

ほどの作付けが計画されている。  

３．穂発芽性が“やや易”であるため、適期刈り取りに努める。  

４．白葉枯病に弱いため、常発地での栽培には注意する。 



 

 

［具体的データ］ 

表１ 「ふくのこ」の特性（調査地：広島県福山市） 

  
表２ 「ふくのこ」の製麺適性（A 社） 

 

図 1 「ふくのこ」の籾および玄米      

左 か ら 、 ふ く の こ 、 ヒ ノ ヒ カ リ 、 ホ シ ニ シ キ 、 ホ シ ユ タ カ 

（重宗明子） 

［その他］ 

中課題名：米粉等加工用・業務用水稲品種の育成及び米の未利用成分利用技術の開発 

中課題番号：112a0 

予算区分：交付金、委託プロ（米粉プロ） 

研究期間：2006～2015 年度 

研究担当者：重宗明子、出田収、中込弘二、石井卓朗、春原嘉弘、松下景、飯田修一 

発表論文等：品種登録出願公表 第 30997 号（2016 年 9 月 9 日） 

抵抗性遺伝子

葉いもち

穂いもち

注1)平均移植日は6月6日。栽植密度は2012、2013年は20.8株/㎡、2014、2015年は18.5株/㎡。植付本数は3本/株。精玄米重は、「ホシユタカ」は1.6mm、それ以外
は1.8mmの篩で選別したときの値。注2）玄米品質は1（上上）～9（下下）の平均値。注3）タンパク質含有率は、2014～2015年の平均。玄米をサタケ米粒食味計
RLTA10Bで測定し、水分15％に換算。

窒素施肥量（kg/a）
基肥0.56＋穂肥0.17（2012、2013)

基肥0.42＋中間追肥0.2＋穂肥0.3（2014、2015）
基肥0.63＋中間追肥0.35＋穂肥0.52

186

27.2

49.4

93

18.1

中上(4.1)

半紡錘形

5.7

やや易

Pii,Pik

不明

不明

抵抗性

弱

8.27

10.16

87

21.0

307

無

多肥栽培

2014～2015年

（比較）

ホシユタカ

（比較）

ホシユタカふくのこ

(比較)

ホシニシキ

(標準)

18.2

上下(3.4)

-

6.1

25.7

-

229

41.9

75

-

-

-

-

-

-

10.20

95

20.3

365

-

-

-

-

8.30

- -

- - -

-

-

白

中中(5.3)

-

195

55.9

100

21.3

-

穂発芽性

不明

20.3

185

やや短 -

中

強

52.9

100

21.6

中下(6.1)

長円形

中中(5.3)

長円形

6.6

26.3

不明

-

弱

166

52.9

77

22.3

343

100

有・先端のみ

白

難

強

Pii,Pik

中

7.3

18.2

(比較)

ホシニシキ

中

中間型

8.13

-

-

9.25

-

-

-

-

中中(5.5)

-

204

65.0

116

21.2

6.9

26.5

8.21

10.11

93

18.3

416

-

-

-

-

-

-

-

-

-

6.8

17.9

-

-

8.20

10.12

89

19.0

344

-

Pia,Pii

弱

やや弱

罹病性

やや弱

難

380

有・先端のみ

白

難

極短

やや強

中間型

ヒノヒカリ

-

-

晩

偏穂重型

やや晩

長円形

6.1

27.6

8.19

10.06

88

19.0

弱

190

64.4

122

21.6

中中(5.4)

Pia,Pii

やや強

短

やや易

強

抵抗性

19.1

309

有・先端のみ

白

難

強

白米アミロース含有率 (%)

白葉枯病抵抗性

全重(kg/a)

精玄米重(kg/a)

同上比率 (%)

玄米千粒重(g)

玄米品質

玄米タンパク質含有率 (%)

いもち病
抵抗性

縞葉枯病抵抗性

玄米の粒形

最長芒の長さ

穂長 (cm)

穂数 (本/m2)

芒の有無・分布

ふ先色

脱粒性

耐倒伏性

草　　　　　型

出穂期 (月.日)

成熟期 (月.日)

稈長 (cm)

偏穂重型

8.17

10.02

80

　形　　質

熟　　　　　期 やや晩

(標準)

ヒノヒカリ

2012～2015年

品　種　名 ふくのこ 組合せ：新潟79号（こしのめんじまん）/関東229号

-

-

-

-

-

栽　培　条　件 標肥栽培

調　査　年　次

系統・品種名

188

57.5

-

7.3

-

-

8.14

-

中下(6.4)

-

25.5

ふくのこ

103

20.3

10.03

89

21.5

383

-

-

製麺時の評価
　麺体の表面にすべすべ感があり、製麺
作業性は良好。色は薄いあめ色で、総合
評価は「こしのめんじまん」と同等。

ゆで麺の官能評価
　コシがあり、透き通ったあめ色で、つ
るつるとしたなめらかな食感で、のどご
しは良好。

　茹で上がりは切れ、溶けがなく、透明
感がある。「こしのめんじまん」とほぼ
同等だが、ゆでた後も「ふくのこ」の方
がもちもち感が残り、のびにくかった。

注)湿式気流粉砕した「ふくのこ」について、市販の「こしのめんじまん」
の米粉と比較した。


